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検討体制・スケジュール
【検討体制】

開始時 他部署含めた連携 経営層含めた議論

総務部

企画部

リスク統括部

融資部

総務部

役員会議にて
議論 情報開示

情報開示

リスク重要度評価時点から、他部署を巻き込み取組実施

【スケジュール】 2020/10月 関係部署調整、個別説明会（重要性等）
11月 第１回支援面談
12月 第２回支援面談
2021/1月 第３回支援面談
2月 第４回支援面談
3月 第５・６回支援面談、社内勉強会（経営層との議論）、環境省成果報告会 2



プロジェクトの成果と課題
【シナリオ分析】

【移行リスク定量化】

【物理的リスク定量化】

成果 課題
移行リスク・物理的リスク・機会の財務インパクトの理解 業種分類の整備
業種別エクスポージャーの整理 適切な情報（各種パラメータ）の収集
各種パラメータの理解 他の業種分析への展開

成果 課題
代表企業のサンプル分析から検討する方法の理解 信用リスク量計測（予想BS/PLの作成）
炭素税のアプローチから、取引先への影響を分析する方法の理解 炭素税以外の適切なパラメータの研究
取引先への影響の理解 取引先へのエンゲージメント

成果 課題
国交省ツールの理解 必要データ収集（取引先各拠点の売上/営業日数、担保データ等）
インパクト（イメージ）の把握 財務への影響のアプローチにおける信用リスク量計測（予想BS/PL）
取引先への影響の理解 他のアプローチ検討 3



経営層の反応・今後の取組み
【経営層の反応】

【今後の取組み】

面白い どうリスク量計測していくか
リスクだけでなく機会が重要 定量化検討せよ
取引先への活用が重要 当行の脱炭素の方向性（指標）

第一弾
情報開示

体制整備

スケジュール策定

分析・開示範囲検討

分析手法検討

最新情報入手

分析手法検討

情報開示内容レベルアップ

機会の分析

取引先への活用
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2021年統合報告書での開示内容
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